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観測期間：2022年2月21日～23日
観測船：南星丸
観測海域：北部薩南海域

図1. 鹿児島大学工学部によって運用されている高分解
能海洋モデル（DR_E）における流れ（矢印）および海表
面水温（赤～青）の2月22日の結果（ホームページより
引用）.
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図2. 鹿児島大学練習船南星丸による流れ藻観測結果. いずれの観測日・観測海域でも、流れ藻は発見されなかった.

解説

鹿児島大学水産学部では、薩南海域へ来遊する流れ
藻の漂流予測を目指した研究を行っている。モジャコ業
の漁期前・漁期中において、薩南海域に来遊する流れ
藻の情報を漁業者に提供するため、鹿児島大学練習船
を使って、北部薩南海域（大隅海峡・鹿児島湾口部）の
流れ藻観測を2月21日～2月23日に実施した。
観測期間中、黒潮はトカラ海峡を北西から南東に向
かって流れていたが、北部薩南海域には黒潮から派生
したと考える暖水域が大隅海峡西部に見られた。DR_E
では明瞭な黒潮フロントが見られると共に、鹿児島湾口
部付近にも暖水と冷水のフロントが見られた。鹿児島湾
口部付近に見られたフロントに沿って流れ藻観測を行っ
たが、流れ藻は発見されなかった。
今後、3月17日～23日、3月26日～28日にも同様な
流れ藻観測を行う予定である。



解説：鹿児島大学工学部が運用している海況予
測システム（DREAMS）を利用して、薩南海域
へ来遊する流れ藻の漂流予測を目指した取り組
みをしている。その基礎資料を収集するため、
鹿児島県水産技術開発センターと共同で、２月
１４日に海上を漂流中の２個の流れ藻にペット
ボトル型ブイを取り付けて、漂流軌跡を人工衛
星で追跡した（図１）。
流れ藻は海中に沈んだ部分があるので、当初
は海流（図２）に対する追従性が高いと考えら
れたが、トカラ海峡通過後、２月２１日前後の
冬型の気圧配置による北風（図３）によって、
黒潮を岸側から沖側へ横切り太平洋を南下した。
このデータを利用して、流れ藻に風が与える
効果を定量的に評価し、海況予報システム
（DREAMS）を用いて流れ藻漂流予報を行う計
画である。来年漁期の予報システムの運用を目
指している。

図１．海上を漂流する２つの流れ藻にペットボトル型ブ
イを取り付け，人工衛星（ARGOSシステム）で漂流軌跡
を追跡した結果（３月６日現在まで）．

図２．左：流れ藻が屋久島南方を通過した２月１９日の海況（鹿児島大学工学部運用 DREAMS_E現況予報シス
テム．HPより引用）．右：３月６日の広域の海況（気象庁海況監視予測システム．HPより引用）

図３．気象庁天気図．左：２月１５日１２時（流れ藻追跡開始時）、中：２月２１日１２時（トカラ海峡通過
直後）、右：３月４日１２時（太平洋側南下時）．気象庁HPより引用．
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